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	22q11.2欠失症候群における病名告知の現状と関連要因の検討
	＜主な結果＞ ・病名告知（本人が22q11.2欠失症候群という診断名を知っていること）が「ある」と回答された割合は30％（100名中30名）でした。 ・病名告知が行われた年齢は平均12歳でした。告知をした人は、母親が最も多く（56％）、次いで医師（31％）でした。 ・告知をしたご家族の多くが「告知してよかった」と回答し、少なくとも本調査では「告知しないほうがよかった」という回答はありませんでした。 ・告知しなかった理由としては、「まだ年齢が幼い」が最も多く、ほかに「タイミングが分からない」「どう伝...
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